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令
和
三
年
五
月
七
日（
金
）に
松
江
合
同
庁
舎
二
階
講
堂
に
お
い
て
令
和

三
年
度
人
権
教
育「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」育
成
事
業 

人
権
教
育
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。こ
の
事
業
は
、島
根
県
教
育
委
員
会
が
、県
内
の
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
、

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
、高
校
、特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
モ
デ
ル
指
定
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
一
人
一
人
が
様
々
な
人
権
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
や
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、学
校
や
家
庭
に
お
け
る
人
権
教

育
の
よ
り
効
果
的
な
推
進
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。当
連
合
会

か
ら
は
、令
和
三
・
四
年
度
の
育
成
事
業
指
定
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
隠
岐
島
前
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、参
加
希
望
の
あ
っ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
十
名
が
参
加
し
た
。

　
例
年
は
一
日
の
開
催
で
あ
る
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
午

後
だ
け
の
開
催
と
な
っ
た
。人
権
教
育
研
修
会
で
は「
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
人
権
教
育
を

ど
う
進
め
る
か
」を
テ
ー
マ
に
、ま
ず
、教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課
指
導
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
勝
部
雅
之
氏
に
よ
る「
し
ま
ね
が
め
ざ
す
人
権
教
育
」

と
題
し
た
講
義
が
あ
っ
た
。次
に
社
会
教
育
主
事
の
仲
西
貴
志
氏
と
千
原
由

巳
氏
に
よ
る「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
〜
』の
体
験
」と
い

う
演
習
が
あ
っ
た
。価
値
観
の
多
様
化
が
急
速
に
進
む
社
会
の
中
で
、子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
り
、心
豊

か
で
自
他
の
人
権
を
尊
重
で
き
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、学
校
と

保
護
者
、地
域
住
民
等
が
連
携
し
て
子
ど

も
た
ち
の
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
理
解
で
き
た
研
修
会
と
な
っ

た
。毎
年
、こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
る
こ
の

研
修
会
に
で
き
る
る
だ
け
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　
高
Ｐ
連
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
コ

ン
テ
ス
ト
等
世
界
大
会
の
出
場
者
に

対
す
る
会
長
激
励
費
贈
呈
要
領
」を

定
め
、県
内
公
立
高
校
の
高
校
生
や

そ
の
高
校
生
の
所
属
す
る
学
校
の
指

導
者
が
、国
内
等
の
予
選
を
経
て
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
・
審
査

会
等
世
界
大
会
に
日
本
を
代
表
し
て

出
場
す
る
場
合
に
、そ
の
栄
誉
と
大

会
で
の
健
闘
を
期
待
し
て
、会
長
激
励

費
を
贈
呈
す
る
制
度
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
ま
で
柔
道
、カ
ヌ
ー
、

陸
上
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
毎
年
数
件
の
申
請
が
あ
り
、会

長
激
励
費
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
令
和
二
年
度
の
贈
呈
は
皆
無
と

な
り
、大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、あ
る
高
校
よ
り
世
界
大
会

に
出
場
す
る
生
徒
が
い
る
の
で
申
請

し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

順
調
に
い
け
ば
十
二
月
発
行
の
高
Ｐ

連
だ
よ
り
第
六
十一号
で
報
告
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
ま
す
が
、一
日
も
早
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
前
の
日
常

生
活
が
戻
り
、高
校
生
が
伸
び
伸
び

と
活
動
す
る
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
。

〈
高
Ｐ
連
事
務
局
員
の
異
動
に
つ
い
て
〉

　
昨
年
の
九
月
よ
り
空
席
に
な
っ
て

い
ま
し
た
事
務
局
員
に
今
年
の
三
月

よ
り
岡
本
順
子
が
入
り
ま
し
た
。ま

た
、全
国
大
会
準
備
の
た
め
に
二
月
よ

り
山
田
和
彦
が
加
わ
り
ま
し
た
。勝
部

昌
幸
局
長
、恩
田
佳
雄
次
長
と
も
ど

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

令
和
三
年
度
人
権
教
育

　「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」育
成
事
業
　

　
　
　
　
　
〜
人
権
教
育
研
修
会
〜

0120-67-4510    
      0120-45-4970  
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研修会の様子

総合実習
（ヨットの帆走）

校内カッターレース大会

水上オートバイ教習
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飯塚新会長挨拶

大屋実行委員会会長挨拶

新田教育長挨拶

令和３年度島根県高等学校ＰＴＡ連合会役員表

役　員

顧　問

会　長

副会長

評議員

監　事

事務局

選出地区等

東　部

中　部

西　部

女性代表

校長協会

松　江

雲　南

出　雲

大　田

浜　田

益　田

東　部

中　部

西　部

事務局長
事務局次長

飯塚　大幸

今岡　正和

前澤　信也

吉岡　弘恵

常松　　徹

安井　　寛

勝部　一巳

中村　　学

中山　良一

青木　　聡

大坂　慎也

神田　　治

岩木　忠男

勝部　昌幸
山田　和彦

松江北

出雲商業

浜田商業

皆美が丘女子

松江北

飯　南

出雲農林

大　田

浜　田

津和野

松江東

三刀屋

邇　摩

事務局次長
事務局員

常松　　徹

大屋　光宏 矢　上 志波　英樹

水津　則義

木村　文明

中村　訓子

青山　顕紹

宅和　英人 松江農林 吉岡　正弘

足立　朋広 情報科学 渡邊　勝義

山根　　登

渡部　敏郎

熊谷　修山

宮島　忠史

恩田　佳雄
岡本　順子

氏　名 所属高校 所属校校長

第
70
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
島
根
大
会

第
四
回
実
行
委
員
会
開
催

　
令
和
三
年
度
定
期
総
会
は
、六
月
十
二
日（
土
）松

江
市
の
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
、代
議
員
七
十
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
屋
会
長
は
、開
会
に
当
た
り
県
高
Ｐ
連
の
様
々

な
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
。そ
し
て
今
年
の
八
月
に
迫
っ
た
第
七

〇
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大
会
の
成
功
を
期
し
て

会
員
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、来
賓
の
島
根
県
教
育
委
員
会
新
田
教
育
長

か
ら
は
日
頃
の
学
校
運
営
に
対
す
る
保
護
者
の
理

解
・
協
力
に
対
し
謝
意
が
伝
え
ら
れ
た
。そ
し
て「
し

ま
ね
教
育
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」を
紹
介
し
、学
校
・
家

庭
・
地
域
が
基
本
理
念
や
育
成
し
た
い
人
間
像
、育
成

し
た
い
力
を
共
有
し
、連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
島

根
の
教
育
を
よ
り
よ
い
も
の
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

「
教
育
の
魅
力
化
」に
つ
な
が
る
と
い
う
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、議
事
に
入
り
、大
屋
会
長
を
議
長
に
選

び
、第
一
〜
三
号
議
案
を
承
認
後
、第
三
号
議
案
で
下

表
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
た
。そ
し
て
退
任
す
る

本
常
賢
一
副
会
長
、今
岡
学
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。続
い
て
、飯
塚
大
幸
新
会
長
を

議
長
に
選
任
し
、第
四
号
議
案
以
下
、提
案
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
提
出
議
案
を
紹
介
す
る
。

 

一
、令
和
二
年
度
会
務･

事
業
報
告

二
、令
和
二
度
会
計
決
算
及
び
監
査
報
告

三
、令
和
三
年
度
役
員（
案
）

四
、令
和
三
年
度
活
動
方
針（
案
）

五
、令
和
三
年
度
主
要
行
事
予
定（
案
）

六
、令
和
三
年
度
予
算（
案
）

七
、県
高
Ｐ
連
関
係
各
表
彰
の
被
表
彰
者
の
決
定 

    

（
報
告
）並
び
に
全
国
高
Ｐ
連
等
表
彰
等
の
推
薦

八
、第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

    

島
根
大
会
実
行
委
員
会
組
織
に
つ
い
て（
報
告
）

九
、令
和
三
年
度
島
根
県
高
Ｐ
連
研
修
会
の
実
施

十
、報
告
事
項

十
一
、そ
の
他 令

和
三
年
度
島
根
県
高
等
学
校

　       

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
開
催

　
第
七
号
議
案
に
つ
い
て
、表
彰
規
定
に
基
づ
き
、次

の
方
々
に
感
謝
状
と
表
彰
状
を
贈
呈
し
、永
年
の
ご

苦
労
と
ご
功
績
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
こ
と
に
な
っ

た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
表
彰
式
を
中
止
し
、

志
波
英
樹
副
会
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

感
謝
状
と
記
念
品
贈
呈（
敬
称
略
）

　
塩
野
　
稔
昭（
出
雲
工
業
高
校
）

　
佐
藤
　
龍
美（
島
根
中
央
高
校
）

　
豊
田
さ
ゆ
り（
矢
上
高
校
）

　
志
波
　
英
樹（
矢
上
高
校
）

　
加
藤
　
淳
子（
事
務
局
）

表
彰
状
贈
呈（
敬
称
略
）

　
野
々
村
卓
也（
松
江
工
業
高
校
）

　
長
廻
　
達
也（
松
江
農
林
高
校
）

　
栂
　
　
　
博（
大
東
高
校
）

　
矢
田
　
和
則（
大
社
高
校
）

　
岩
谷
　
宏
一（
大
田
高
校
）

　
坂
根
　
　
勉（
邇
摩
高
校
）

　
武
田
　
浩
志（
隠
岐
水
産
高
校
）

　
本
年
度
、島
根
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

の
会
長
を
務
め
ま
す
飯
塚
大
幸
で
す
。皆
様
に
は

日
頃
か
ら
P
T
A
活
動
へ
ご
参
加
ご
協
力
い
た

だ
き
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
八
月
二
十
五
日（
水
）い
よ
い
よ
第
七
〇

回
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会
島
根
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。昨
年
の
予
定
で
し
た
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め 

一 

年
延
期

さ
れ
、今
年
は
ど
う
い
う
状
況
で
あ
れ
必
ず
開
催

と
い
う
決
意
の
も
と
、島
根
県
民
会
館
か
ら（
原

則
）無
観
客
で
ラ
イ
ブ
配
信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
ま
し
た
。大
屋
光
宏
前
会
長
に
は
引
き
続

き
実
行
委
員
会
会
長
と
し
て
最
後
ま
で
牽
引
し

て
い
た
だ
ま
す
。事
務
局
の
皆
様
に
は
長
ら
く
準

備
を
し
て
い
た
だ
き
、い
よ
い
よ
で
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、全
国
か
ら
お
よ
そ 

一 

万
人
の
参

加
者
を
迎
え
、教
育
的
効
果
は
絶
大
、経
済
的
効

果
も
絶
大
、島
根
県
の
大
々
的
P
R
と
い
う
観

光
振
興
の
面
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
し

た
。前
回
の
京
都
大
会
へ
は
私
も
参
加
し
ま
し
た

が
、そ
れ
は
賑
わ
い
の
あ
る
中
身
も
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。今
年
は
こ
と
ご
と
く
縮
小
さ
れ
て

甚
だ
残
念
な
こ
と
で
す
が
、 一 

方
で
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、今
ま

で
実
際
に
参
加
し
た
人
し
か
享
受
で
き
な
か
っ
た

内
容
が
、二
百
万
人
超
の
会
員
が
参
加
で
き
る
道

が
開
か
れ
た
の
も
事
実
で
す
。新
た
な
可
能
性
を

開
い
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
世
界
は
、農
業
革
命
〜
産
業
革
命
に

続
き
、情
報
革
命
と
い
う
大
き
な
時
代
の
波
に
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中

で
、変
化
に
対
応
し
な
が
ら
柔
軟
に
生
き
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。高
校
生
は
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
よ
く
育
ち
自
立
す
る
と
き
、人
生
を

左
右
す
る
よ
う
な
大
切
な
も
の
を
も
っ
と
も
吸

収
で
き
る
と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ど
ん
ど
ん
吸

収
し
な
が
ら
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
上

げ
て
快
活
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。私

た
ち
保
護
者
は
つ
か
ず
離
れ
ず
微
妙
な
距
離
を

保
ち
な
が
ら
、世
界
に
負
け
な
い
魅
力
あ
る
人
間

と
な
る
べ
く
、し
っ
か
り
見
守
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
も
P
T
A
活
動
が
、子
ど
も
た
ち
の
学

力
、体
力
、精
神
力
の
成
長
を
支
え
、参
加
す
る

皆
様
の
よ
き
学
び
の
場
と
な
る
べ
く
努
め
て
参

り
ま
す
。引
き
続
き
本
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

大
会
島
根
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
せ
ず
大
会
に
関
わ
る
会
員
の
み

な
さ
ん
の
安
心
感
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、当

初
予
定
を
変
更
し
原
則
無
観
客
で
本
年
八
月

二
十
五
日（
水
）に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。午
前
中
に
式
典
と
小
泉
凡
先
生
・
佐
野
史

郎
さ
ん
・
山
本
恭
司
さ
ん
の
基
調
講
演
を
行
い

全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
す
。六
つ
の
分
科
会
は

事
前
に
収
録
し
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
い
ま

す
。分
科
会
は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
都
合
の
良

い
と
き
に
視
聴
が
で
き
、P
T
A
の
研
修
会
で

の
活
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

  

多
く
の
会
員
が
集
い
研
修
を
す
る
機
会
は

失
わ
れ
ま
し
た
が
、島
根
県
の
会
員
の
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
や
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、I
T
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。全
国
二
百
万
人

の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会

が
で
き
る
と
と
も
に
、分
科
会
も
す
べ
て
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
新
た
な
研
修

の
形
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。I
T
空
間
上
で
は
あ
り
ま
す
が
全
国

の
会
員
の
み
な
さ
ん
と「
ご
縁
」を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、こ
の「
ご
縁
」が
将
来
の
新
た
な
研
修
の
形

や
教
育
の
発
展
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

  

全
国
大
会
開
催
の
た
め
に
、多
く
の
P
T
A

会
員
の
み
な
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、大
会
の
開
催

方
法
変
更
に
お
い
て
も
多
く
の
知
恵
を
出
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。会
員
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

  

大
会
当
日
に
会
員
の
み
な
さ
ん
に
参
加
や
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
の
準
備
等
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
貴
重
な
P
T
A
活
動
と
な
り
今

後
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大 

屋
　 光 

宏

「
島
根
大
会
は
、無
観
客
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
」
〜
第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校

　P
T
A
連
合
会
大
会
島
根
大
会
〜

第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

島
根
大
会
実
行
委
員
会
会
長

　
ま
た
、全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
に
次
の
団
体
と
個

人
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
三
年
度
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

　
団
体
表
彰
候
補

　
　
出
雲
商
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
江
津
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
個
人
表
彰
候
補（
敬
称
略
）

　
　
野
々
村
卓
也（
松
江
工
業
高
校
）

　
　
塩
野
　
稔
昭（
出
雲
工
業
高
校
）

　
　
佐
藤
　
龍
美（
島
根
中
央
高
校
）

　
　
豊
田
さ
ゆ
り（
矢
上
高
校
）

　
　
志
波
　
英
樹（
矢
上
高
校
）

　
　
加
藤
　
淳
子（
事
務
局
）

　
総
会
が
開
催
さ
れ
た
六
月
十
二
日（
土
）の

午
後
に
第
四
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、実

行
委
員
六
十
九
名
が
出
席
し
、大
屋
光
宏
会

長
の
挨
拶
、野
々
内
昭
浩
社
会
教
育
課
長
の
来

賓
挨
拶
の
あ
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
係
す
る
大
会
実
施
の
基
本
事
項

に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。そ
の
結
果
、次
の
よ

う
な
基
本
方
針
が
決
ま
っ
た
。

○
大
会
は
、原
則
無
観
客
で
行
う
。

○
分
科
会
は
六
つ
の
分
科
会
す
べ
て
で
前
撮
り  

　
を
し
た
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
映

　
像
配
信
を
行
う
。

○
全
体
会（
島
根
県
民
会
館
の
み
）は
、イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
の
映
像
配
信
を

　
行
う
。

　
具
体
的
な
実
施
体
制
は
七
月
二
十
四
日

（
土
）の
第
五
回
実
行
委
員
会
で
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。人
数
制
限
を
行
い
な
が
ら
実
際

に
参
加
者
を
入
れ
る
形
で
の
開
催
を
目
指
し

て
準
備
を
し
て
き
た
が
、残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
が
見

え
な
い
中
で
苦
渋

の
決
断
と
な
っ
た
。

会
員
の
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
。

飯 

塚
　大 

幸

自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
上
げ
て

島
根
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長

（
島
根
県
立
松
江
北
高
等
学
校
P
T
A
会
長
）
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飯塚新会長挨拶

大屋実行委員会会長挨拶

新田教育長挨拶

令和３年度島根県高等学校ＰＴＡ連合会役員表

役　員

顧　問

会　長

副会長

評議員

監　事

事務局

選出地区等

東　部

中　部

西　部

女性代表

校長協会

松　江

雲　南

出　雲

大　田

浜　田

益　田

東　部

中　部

西　部

事務局長
事務局次長

飯塚　大幸

今岡　正和

前澤　信也

吉岡　弘恵

常松　　徹

安井　　寛

勝部　一巳

中村　　学

中山　良一

青木　　聡

大坂　慎也

神田　　治

岩木　忠男

勝部　昌幸
山田　和彦

松江北

出雲商業

浜田商業

皆美が丘女子

松江北

飯　南

出雲農林

大　田

浜　田

津和野

松江東

三刀屋

邇　摩

事務局次長
事務局員

常松　　徹

大屋　光宏 矢　上 志波　英樹

水津　則義

木村　文明

中村　訓子

青山　顕紹

宅和　英人 松江農林 吉岡　正弘

足立　朋広 情報科学 渡邊　勝義

山根　　登

渡部　敏郎

熊谷　修山

宮島　忠史

恩田　佳雄
岡本　順子

氏　名 所属高校 所属校校長

第
70
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
島
根
大
会

第
四
回
実
行
委
員
会
開
催

　
令
和
三
年
度
定
期
総
会
は
、六
月
十
二
日（
土
）松

江
市
の
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
、代
議
員
七
十
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
屋
会
長
は
、開
会
に
当
た
り
県
高
Ｐ
連
の
様
々

な
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
。そ
し
て
今
年
の
八
月
に
迫
っ
た
第
七

〇
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大
会
の
成
功
を
期
し
て

会
員
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、来
賓
の
島
根
県
教
育
委
員
会
新
田
教
育
長

か
ら
は
日
頃
の
学
校
運
営
に
対
す
る
保
護
者
の
理

解
・
協
力
に
対
し
謝
意
が
伝
え
ら
れ
た
。そ
し
て「
し

ま
ね
教
育
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」を
紹
介
し
、学
校
・
家

庭
・
地
域
が
基
本
理
念
や
育
成
し
た
い
人
間
像
、育
成

し
た
い
力
を
共
有
し
、連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
島

根
の
教
育
を
よ
り
よ
い
も
の
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

「
教
育
の
魅
力
化
」に
つ
な
が
る
と
い
う
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、議
事
に
入
り
、大
屋
会
長
を
議
長
に
選

び
、第
一
〜
三
号
議
案
を
承
認
後
、第
三
号
議
案
で
下

表
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
た
。そ
し
て
退
任
す
る

本
常
賢
一
副
会
長
、今
岡
学
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。続
い
て
、飯
塚
大
幸
新
会
長
を

議
長
に
選
任
し
、第
四
号
議
案
以
下
、提
案
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
提
出
議
案
を
紹
介
す
る
。

 

一
、令
和
二
年
度
会
務･

事
業
報
告

二
、令
和
二
度
会
計
決
算
及
び
監
査
報
告

三
、令
和
三
年
度
役
員（
案
）

四
、令
和
三
年
度
活
動
方
針（
案
）

五
、令
和
三
年
度
主
要
行
事
予
定（
案
）

六
、令
和
三
年
度
予
算（
案
）

七
、県
高
Ｐ
連
関
係
各
表
彰
の
被
表
彰
者
の
決
定 

    

（
報
告
）並
び
に
全
国
高
Ｐ
連
等
表
彰
等
の
推
薦

八
、第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

    

島
根
大
会
実
行
委
員
会
組
織
に
つ
い
て（
報
告
）

九
、令
和
三
年
度
島
根
県
高
Ｐ
連
研
修
会
の
実
施

十
、報
告
事
項

十
一
、そ
の
他 令

和
三
年
度
島
根
県
高
等
学
校

　       

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
開
催

　
第
七
号
議
案
に
つ
い
て
、表
彰
規
定
に
基
づ
き
、次

の
方
々
に
感
謝
状
と
表
彰
状
を
贈
呈
し
、永
年
の
ご

苦
労
と
ご
功
績
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
こ
と
に
な
っ

た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
表
彰
式
を
中
止
し
、

志
波
英
樹
副
会
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

感
謝
状
と
記
念
品
贈
呈（
敬
称
略
）

　
塩
野
　
稔
昭（
出
雲
工
業
高
校
）

　
佐
藤
　
龍
美（
島
根
中
央
高
校
）

　
豊
田
さ
ゆ
り（
矢
上
高
校
）

　
志
波
　
英
樹（
矢
上
高
校
）

　
加
藤
　
淳
子（
事
務
局
）

表
彰
状
贈
呈（
敬
称
略
）

　
野
々
村
卓
也（
松
江
工
業
高
校
）

　
長
廻
　
達
也（
松
江
農
林
高
校
）

　
栂
　
　
　
博（
大
東
高
校
）

　
矢
田
　
和
則（
大
社
高
校
）

　
岩
谷
　
宏
一（
大
田
高
校
）

　
坂
根
　
　
勉（
邇
摩
高
校
）

　
武
田
　
浩
志（
隠
岐
水
産
高
校
）

　
本
年
度
、島
根
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

の
会
長
を
務
め
ま
す
飯
塚
大
幸
で
す
。皆
様
に
は

日
頃
か
ら
P
T
A
活
動
へ
ご
参
加
ご
協
力
い
た

だ
き
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
八
月
二
十
五
日（
水
）い
よ
い
よ
第
七
〇

回
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
大
会
島
根
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。昨
年
の
予
定
で
し
た
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め 

一 

年
延
期

さ
れ
、今
年
は
ど
う
い
う
状
況
で
あ
れ
必
ず
開
催

と
い
う
決
意
の
も
と
、島
根
県
民
会
館
か
ら（
原

則
）無
観
客
で
ラ
イ
ブ
配
信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
ま
し
た
。大
屋
光
宏
前
会
長
に
は
引
き
続

き
実
行
委
員
会
会
長
と
し
て
最
後
ま
で
牽
引
し

て
い
た
だ
ま
す
。事
務
局
の
皆
様
に
は
長
ら
く
準

備
を
し
て
い
た
だ
き
、い
よ
い
よ
で
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、全
国
か
ら
お
よ
そ 

一 

万
人
の
参

加
者
を
迎
え
、教
育
的
効
果
は
絶
大
、経
済
的
効

果
も
絶
大
、島
根
県
の
大
々
的
P
R
と
い
う
観

光
振
興
の
面
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
し

た
。前
回
の
京
都
大
会
へ
は
私
も
参
加
し
ま
し
た

が
、そ
れ
は
賑
わ
い
の
あ
る
中
身
も
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。今
年
は
こ
と
ご
と
く
縮
小
さ
れ
て

甚
だ
残
念
な
こ
と
で
す
が
、 一 

方
で
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、今
ま

で
実
際
に
参
加
し
た
人
し
か
享
受
で
き
な
か
っ
た

内
容
が
、二
百
万
人
超
の
会
員
が
参
加
で
き
る
道

が
開
か
れ
た
の
も
事
実
で
す
。新
た
な
可
能
性
を

開
い
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
世
界
は
、農
業
革
命
〜
産
業
革
命
に

続
き
、情
報
革
命
と
い
う
大
き
な
時
代
の
波
に
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中

で
、変
化
に
対
応
し
な
が
ら
柔
軟
に
生
き
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。高
校
生
は
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
よ
く
育
ち
自
立
す
る
と
き
、人
生
を

左
右
す
る
よ
う
な
大
切
な
も
の
を
も
っ
と
も
吸

収
で
き
る
と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ど
ん
ど
ん
吸

収
し
な
が
ら
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
上

げ
て
快
活
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。私

た
ち
保
護
者
は
つ
か
ず
離
れ
ず
微
妙
な
距
離
を

保
ち
な
が
ら
、世
界
に
負
け
な
い
魅
力
あ
る
人
間

と
な
る
べ
く
、し
っ
か
り
見
守
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
も
P
T
A
活
動
が
、子
ど
も
た
ち
の
学

力
、体
力
、精
神
力
の
成
長
を
支
え
、参
加
す
る

皆
様
の
よ
き
学
び
の
場
と
な
る
べ
く
努
め
て
参

り
ま
す
。引
き
続
き
本
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

大
会
島
根
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
せ
ず
大
会
に
関
わ
る
会
員
の
み

な
さ
ん
の
安
心
感
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、当

初
予
定
を
変
更
し
原
則
無
観
客
で
本
年
八
月

二
十
五
日（
水
）に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。午
前
中
に
式
典
と
小
泉
凡
先
生
・
佐
野
史

郎
さ
ん
・
山
本
恭
司
さ
ん
の
基
調
講
演
を
行
い

全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
す
。六
つ
の
分
科
会
は

事
前
に
収
録
し
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
い
ま

す
。分
科
会
は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
都
合
の
良

い
と
き
に
視
聴
が
で
き
、P
T
A
の
研
修
会
で

の
活
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

  

多
く
の
会
員
が
集
い
研
修
を
す
る
機
会
は

失
わ
れ
ま
し
た
が
、島
根
県
の
会
員
の
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
や
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、I
T
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。全
国
二
百
万
人

の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会

が
で
き
る
と
と
も
に
、分
科
会
も
す
べ
て
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
新
た
な
研
修

の
形
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。I
T
空
間
上
で
は
あ
り
ま
す
が
全
国

の
会
員
の
み
な
さ
ん
と「
ご
縁
」を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、こ
の「
ご
縁
」が
将
来
の
新
た
な
研
修
の
形

や
教
育
の
発
展
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

  

全
国
大
会
開
催
の
た
め
に
、多
く
の
P
T
A

会
員
の
み
な
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、大
会
の
開
催

方
法
変
更
に
お
い
て
も
多
く
の
知
恵
を
出
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。会
員
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

  

大
会
当
日
に
会
員
の
み
な
さ
ん
に
参
加
や
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、こ
れ
ま
で
の
準
備
等
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
貴
重
な
P
T
A
活
動
と
な
り
今

後
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大 

屋
　 光 

宏

「
島
根
大
会
は
、無
観
客
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
」
〜
第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校

　P
T
A
連
合
会
大
会
島
根
大
会
〜

第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

島
根
大
会
実
行
委
員
会
会
長

　
ま
た
、全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
に
次
の
団
体
と
個

人
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
三
年
度
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

　
団
体
表
彰
候
補

　
　
出
雲
商
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
江
津
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
個
人
表
彰
候
補（
敬
称
略
）

　
　
野
々
村
卓
也（
松
江
工
業
高
校
）

　
　
塩
野
　
稔
昭（
出
雲
工
業
高
校
）

　
　
佐
藤
　
龍
美（
島
根
中
央
高
校
）

　
　
豊
田
さ
ゆ
り（
矢
上
高
校
）

　
　
志
波
　
英
樹（
矢
上
高
校
）

　
　
加
藤
　
淳
子（
事
務
局
）

　
総
会
が
開
催
さ
れ
た
六
月
十
二
日（
土
）の

午
後
に
第
四
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、実

行
委
員
六
十
九
名
が
出
席
し
、大
屋
光
宏
会

長
の
挨
拶
、野
々
内
昭
浩
社
会
教
育
課
長
の
来

賓
挨
拶
の
あ
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
係
す
る
大
会
実
施
の
基
本
事
項

に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。そ
の
結
果
、次
の
よ

う
な
基
本
方
針
が
決
ま
っ
た
。

○
大
会
は
、原
則
無
観
客
で
行
う
。

○
分
科
会
は
六
つ
の
分
科
会
す
べ
て
で
前
撮
り  

　
を
し
た
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
映

　
像
配
信
を
行
う
。

○
全
体
会（
島
根
県
民
会
館
の
み
）は
、イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
の
映
像
配
信
を

　
行
う
。

　
具
体
的
な
実
施
体
制
は
七
月
二
十
四
日

（
土
）の
第
五
回
実
行
委
員
会
で
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。人
数
制
限
を
行
い
な
が
ら
実
際

に
参
加
者
を
入
れ
る
形
で
の
開
催
を
目
指
し

て
準
備
を
し
て
き
た
が
、残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
が
見

え
な
い
中
で
苦
渋

の
決
断
と
な
っ
た
。

会
員
の
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
。

飯 

塚
　大 

幸

自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
上
げ
て

島
根
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長

（
島
根
県
立
松
江
北
高
等
学
校
P
T
A
会
長
）
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令
和
三
年
五
月
七
日（
金
）に
松
江
合
同
庁
舎
二
階
講
堂
に
お
い
て
令
和

三
年
度
人
権
教
育「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」育
成
事
業 

人
権
教
育
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。こ
の
事
業
は
、島
根
県
教
育
委
員
会
が
、県
内
の
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
、

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
、高
校
、特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
モ
デ
ル
指
定
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
一
人
一
人
が
様
々
な
人
権
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
や
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、学
校
や
家
庭
に
お
け
る
人
権
教

育
の
よ
り
効
果
的
な
推
進
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。当
連
合
会

か
ら
は
、令
和
三
・
四
年
度
の
育
成
事
業
指
定
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
隠
岐
島
前
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、参
加
希
望
の
あ
っ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
十
名
が
参
加
し
た
。

　
例
年
は
一
日
の
開
催
で
あ
る
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
午

後
だ
け
の
開
催
と
な
っ
た
。人
権
教
育
研
修
会
で
は「
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
人
権
教
育
を

ど
う
進
め
る
か
」を
テ
ー
マ
に
、ま
ず
、教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課
指
導
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
勝
部
雅
之
氏
に
よ
る「
し
ま
ね
が
め
ざ
す
人
権
教
育
」

と
題
し
た
講
義
が
あ
っ
た
。次
に
社
会
教
育
主
事
の
仲
西
貴
志
氏
と
千
原
由

巳
氏
に
よ
る「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
〜
』の
体
験
」と
い

う
演
習
が
あ
っ
た
。価
値
観
の
多
様
化
が
急
速
に
進
む
社
会
の
中
で
、子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
り
、心
豊

か
で
自
他
の
人
権
を
尊
重
で
き
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、学
校
と

保
護
者
、地
域
住
民
等
が
連
携
し
て
子
ど

も
た
ち
の
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
理
解
で
き
た
研
修
会
と
な
っ

た
。毎
年
、こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
る
こ
の

研
修
会
に
で
き
る
る
だ
け
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　
高
Ｐ
連
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
コ

ン
テ
ス
ト
等
世
界
大
会
の
出
場
者
に

対
す
る
会
長
激
励
費
贈
呈
要
領
」を

定
め
、県
内
公
立
高
校
の
高
校
生
や

そ
の
高
校
生
の
所
属
す
る
学
校
の
指

導
者
が
、国
内
等
の
予
選
を
経
て
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
・
審
査

会
等
世
界
大
会
に
日
本
を
代
表
し
て

出
場
す
る
場
合
に
、そ
の
栄
誉
と
大

会
で
の
健
闘
を
期
待
し
て
、会
長
激
励

費
を
贈
呈
す
る
制
度
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
ま
で
柔
道
、カ
ヌ
ー
、

陸
上
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
毎
年
数
件
の
申
請
が
あ
り
、会

長
激
励
費
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
令
和
二
年
度
の
贈
呈
は
皆
無
と

な
り
、大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、あ
る
高
校
よ
り
世
界
大
会

に
出
場
す
る
生
徒
が
い
る
の
で
申
請

し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

順
調
に
い
け
ば
十
二
月
発
行
の
高
Ｐ

連
だ
よ
り
第
六
十一号
で
報
告
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
ま
す
が
、一
日
も
早
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
前
の
日
常

生
活
が
戻
り
、高
校
生
が
伸
び
伸
び

と
活
動
す
る
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
。

〈
高
Ｐ
連
事
務
局
員
の
異
動
に
つ
い
て
〉

　
昨
年
の
九
月
よ
り
空
席
に
な
っ
て

い
ま
し
た
事
務
局
員
に
今
年
の
三
月

よ
り
岡
本
順
子
が
入
り
ま
し
た
。ま

た
、全
国
大
会
準
備
の
た
め
に
二
月
よ

り
山
田
和
彦
が
加
わ
り
ま
し
た
。勝
部

昌
幸
局
長
、恩
田
佳
雄
次
長
と
も
ど

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

令
和
三
年
度
人
権
教
育

　「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」育
成
事
業
　

　
　
　
　
　
〜
人
権
教
育
研
修
会
〜

0120-67-4510    
      0120-45-4970  
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研修会の様子

総合実習
（ヨットの帆走）

校内カッターレース大会

水上オートバイ教習


